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（1）　No.81

教会に向かうお年寄り
に寄り添うこどもたち

　

こ
の
た
び
、「
博
愛
社
」の
理
事

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
畑
野
研

太
郎
と
申
し
ま
す
。

　

微
力
な
者
で
す
し
、私
に
と
っ

て
は
新
し
い
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
る
よ
う
な
こ
の
お
仕
事
を
、お

引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
に
は
三
つ
の
理
由
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
博
愛
社
が
働
い
て
お
ら
れ
る
分

野
に
つ
い
て
、漠
然
と
は
理
解
し

て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
一
年
間

常
務
理
事
と
し
て
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、児
童
・高
齢
・保

育
教
育
・
そ
れ
に
新
設
さ
れ
ま
し

た
障
が
い
の
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

が
「
仕
え
て
お
ら
れ
る
人
々
」お

一
人
お
一
人
が
抱
え
て
お
ら
れ
る

困
難
を
、よ
り
教
え
て
い
た
だ
く

中
で
、こ
れ
ら
の
方
々
の
中
に
間

違
い
な
く
キ
リ
ス
ト
が
お
ら
れ
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
第

一
の
理
由
で
す
。

　

第
二
の
理
由
は
、そ
れ

ら
の
困
難
を
抱
え
て
生
き

る
人
々
に
寄
り
そ
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
職
員
の
方
々

を
知
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
す
。こ

の
尊
敬
す
べ
き
方
々
と
共

に
働
き
た
い
と
の
想
い
が
与
え
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

　

第
三
の
理
由
は
、こ
の
働
き
に

主
の
召
し
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。

　
ど
う
か
皆
様
、ご
指
導
ご
鞭
撻
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
『
堅
く
立
っ
て
動
か
さ
れ
ず
い

つ
も
全
力
を
注
い
で
主
の
わ
ざ
に

励
み
な
さ
い
』

　
私
た
ち
の
聖
婚
式
の
折
に
小
池

俊
男
主
教
か
ら
頂
い
た
色
紙
の
自

筆
の
み
言
葉
で
す
。

　
こ
の
聖
句
は
、
私
の
生
涯
の
歩

み
に
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
、
励
ま

し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
8
年
春　

博
愛
社
へ

遣
わ
さ
れ
て
、
チ
ョ
ッ
ト
の
お
手

伝
い
の
つ
も
り
が
、
ど
っ
ぷ
り
と

博
愛
社
に
浸
か
り
ア
ッ
と
思
う
間

の
楽
し
い
14
年
間
で
し
た
。保
育・

教
育
の
必
要
な
幼
い
こ
ど
も
た
ち
、

や
ん
ち
ゃ
で
可
愛
い
児
童
の
こ
ど

も
た
ち
、
1
0
6
歳
の
お

年
寄
り
ま
で
の
利
用
者
の

皆
さ
ま
、
元
今
里
を
中
心

と
し
た
地
域
の
方
々
、
大

き
な
働
き
を
し
て
下
さ
っ

た
職
員
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
に
囲
ま
れ
贖
主
教
会

を
中
心
に
博
愛
社
に
繋
が

る
事
が
出
来
感
謝
で
す
。

人
生
の
後
半
を
こ
の
様
な

恵
ま
れ
た
環
境
で
神
さ
ま
の
御
用

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
神

さ
ま
と
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
社
会
福
祉
法
人
　
博
愛
社
」

の
理
事
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
。畑

野
　
研
太
郎

感
　
謝

長
野
　
泰
信

　
2
0
2
3
年
4
月
に
児
童
養

護
施
設
博
愛
社
か
ら
分
園
し
、
博

愛
社
い
ず
み
を
開
設
し
ま
し
た
。

1
階
に
居
室
、
２
階
に
リ
ビ
ン
グ

が
あ
る
間
取
り
で
あ
る
為
、
こ
ど

も
か
ら
「
1
階
に
リ
ビ
ン
グ
が

あ
っ
た
ほ
う
が
、帰
っ
て
す
ぐ（
職

員
の
）
顔
を
見
な
が
ら
、
た
だ
い

ま
！
っ
て
感
じ
や
ん
！
」
と
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ

れ
も
、
今
で
は
日
当
た
り
が
良
い

リ
ビ
ン
グ
が
お
気
に
入
り
の
よ
う

で
、
階
段
か
ら
駆
け
上
が
り
な
が

ら
の
「
た
だ
い
ま
！
」
に
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除

も
こ
ど
も
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
支
援
目
標
と
し
て
「
自
主

性
を
育
み
、
主
体
性
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
支
援
」
を
の
も
と
、
社

会
に
出
て
困
り
ご
と
が
最
小
限
に

な
る
よ
う
な
養
育
に
努
め
て
い
ま

す
。　

【
主
任　
西
川
眞
砂
子
】

児
童
養
護
施
設

「
博
愛
社
い
ず
み
」
開
設

【
博
愛
社
い
ず
み
】
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児
童
養
護
は
こ
の
5
年
間
で
地
域
化
・
小

規
模
化
が
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。
今
ま
で

子
ど
も
た
ち
が
生
活
を
し
て
き
た
ウ
イ
リ
ア

ム
ス
館
も
個
室
の
改
修
を
行
い
、
よ
り
家
庭

的
な
環
境
と
な
り
ま
す
。
安
定
し
た
大
人
と

こ
ど
も
の
関
係
の
中
で
、
こ
ど
も
が
博
愛
社

を
退
所
し
た
後
も
、
嬉
し
い
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、
疲
れ
た
と
き
や
迷
っ
た
と
き
に
自
然
と

足
が
向
か
い
、
ま
た
前
を
見
て
一
歩
踏
み
出

せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
が
そ
の
よ
う
な

場
所
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

【
施
設
長　

河
野　
光
裕
】

　
2
0
2
3
年
４
月
1
日
に
本
体
施
設
よ

り
分
園
し
、
保
育
園
の
跡
地
に
開
設
し
た
児

童
養
護
施
設
博
愛
社
い
ず
み
の
施
設
長
を
拝

命
し
ま
し
た
梶
川
靖
夫
で
す
。「
自
主
性
を

育
み
、主
体
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
支
援
」

を
支
援
目
標
に
掲
げ
、事
業
方
針
で
あ
る「
自

律
し
た
社
会
人
に
な
る
た
め
の
支
援
」
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
こ
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
博
愛
社
い
ず
み
が
地
域
の

オ
ア
シ
ス
（
泉
）
と
な
れ
る
よ
う
開
か
れ
た

施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
施
設
長　

梶
川　
靖
夫
】

　給食の献立をたてる時、私はまず旬の食材
を調べることから始めます。
　スーパーで買い物をしていると、いつでも
どこにいても、ほとんど同じ野菜や魚、肉な
どの食材が手に入ります。便利なことですが、
季節を感じにくくなっているような気もします。
　八百屋さんに野菜を注文した時、「○〇は
時季じゃないから少し高いかも」と言われる
ことがあり、私自身も旬について疎くなって
いるなと感じます。
　保育園のあんずの木も花が咲いたり、実が
なったり、葉っぱが落ちたりと季節によって
違う姿に変わります。毎月変わる保育室の壁
面展示や行事やイベント、それにまつわる歌
を保育士さんが歌っているのを聞くことも季
節を感じることの一つです。
　「そろそろあんずの実が熟してきたね」「玉
ねぎの皮がむきやすくなってきたね」「すい
か割りの季節だね」
　いつでもなんでも手に入るご時世ですが、
おいしい旬の野菜や果物を使い、献立や行事
から“季節感”と“その時季を楽しむ気持ち”
を子どもたちに伝えていけたらなと思います。

【こひつじ乳児保育園　
管理栄養士　中辻　亜紀】

季節を感じる
気持ちを大切に

四季
折々

博愛社　春の人事（2023年4月）
◆入社◆
［児童養護施設］　黒田　茉優、堀江　亮太、尾﨑　秀行、安田　郁代、末永　早紀、浦田　瑠偉、
中西　由香里（以上児童指導員）、加賀　亮、三橋　祈織、澤田　千夏、影山　阿斗（以上保育士）
［いずみ］　谷口　瑛彼、木村　友哉、石﨑　大輝、中村　敦也、田代　清風（以上児童指導員）、
上原　美咲、流　妃央（以上保育士）、青山　三奈（心理士）
［北部里親支援機関かなーちぇ］　中谷　仁美、中西　まり子（以上相談員）、八木　紗恵子（心理士）
［こひつじ乳児保育園］　髙島　ますみ、佐原　未佳、塚川　雅美、武田　悠（以上保育士）
［博愛社こども園］　近藤　良樹、近藤　さくら、辻　あおい、松山　陽（以上保育教諭）　

博
愛
社

新
施
設
長
あ
い
さ
つ

【
児
童
養
護
　
博
愛
社
】

博
愛
社
い
ず
み

新
施
設
長
あ
い
さ
つ

【
児
童
養
護
　
博
愛
社
い
ず
み
】
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社会福祉法人 博愛社　2022年度（令和₄年度）　決算報告書
　（単位千円）　　

　

２
０
２
２
年
度
（
２
０
２
２
年
４
月
〜

２
０
２
３
年
３
月
）
に
、
皆
さ
ま
か
ら
博
愛
社
へ

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
、
寄
付
金
に
つ
い
て
感

謝
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　
寄
付
金
の
総
額
は
１
７
３
０
万
余
円
で
し
た
。

内
訳
は
一
般
寄
付
３
４
０
万
円
、
後
援
会

２
４
０
万
円
、
各
施
設
指
定
寄
付
１
１
５
０
万
円

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
環
境
が
少
し
和
ら
ぎ
、
個
々
が
そ
の

対
応
に
立
ち
向
か
い
、
徐
々
に
活
動
し
始
め
た
年

で
し
た
。

　

そ
の
中
で
博
愛
社
は
『
繋
が
る
』
を

テ
ー
マ
に
各
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
凝
ら
し
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
『
博
愛
社
い
ず
み
』

の
開
設
、
博
愛
社
に
と
っ
て
長
年
の
課

題
で
あ
っ
た
児
童
発
達
支
援
事
業
『
ス

テ
ラ
』
を
立
ち
上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
は
昨
年
か
ら
施
設
の

小
規
模
化
に
取
り
組
み
、
地
域
に
５
軒

と
法
人
内
に
４
軒
の
一
戸
建
て
の
児
童

養
護
施
設
を
開
設
。
こ
ど
も
の
処
遇
を

集
団
の
管
理
か
ら
、
ひ
と
り
一
人
を
丁

寧
に
育
て
る
家
庭
つ
く
り
へ
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
は
明
る
く
伸
び
伸
び
育
ち
、
一

方
職
員
は
日
々
の
食
事
つ
く
り
な
ど
、
生

活
の
変
化
が
大
き
く
大
変
で
す
。

　

一
方
こ
ど
も
園
で
は
１
４
０
人
の
園

児
の
中
で
特
に
支
援
の
必
要
な
１
７
人
の
お
子
さ

ま
の
た
め
に
療
育
を
中
心
と
し
た
児
童
発
達
支
援

『
ス
テ
ラ
』
を
開
設
し
、
よ
り
丁
寧
な
こ
ど
も
の

教
育
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た

　
法
人
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
開
放
し
桜
の
通

り
抜
け
を
実
施
、
同
時
に
博
愛
社
の
歴
史
を
写
真

で
紹
介
し
、
近
隣
の
方
々
も
懐
か
し
く
写
真
の
前

で
立
ち
止
ま
っ
て
目
を
凝
ら
し
て
観
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
高
齢
者
施
設
博
愛
の
園
で
は
７
月
と
１１
月
に
大

き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
感
染
予

防
の
徹
底
や
発
症
後
の
対
応
も
速
や
か
で
適
切
に

な
り
、
赤
信
号
下
で
も
面
会
を
継
続
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
博
愛
社
は
１
８
９
０
年
１
月
１
日
現
兵
庫
県
相

生
市
矢
野
町
瓜
生
で
創
設
者
小
橋
勝
之
助
が
私
財

を
な
げ
う
ち
孤
児
を
収
容
す
る
施
設
を
ス
タ
ー
ト
。

そ
の
後
村
の
こ
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
必
要
性
を

説
き
博
愛
社
文
庫
や
夜
間
学
校
を
開
設
し
ま
し
た
。

去
る
６
月
３
日
博
愛
社
こ
ど
も
園
職
員

４３
名
が
瓜
生
を
訪
れ
お
墓
参
り
と
小
橋

の
実
家
を
訪
問
。
博
愛
社
の
原
点
を
確

認
し
、
３
人
の
先
輩
か
ら
小
橋
勝
之
助

の
生
涯
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
共
に
働

く
仲
間
が
博
愛
社
の
歩
み
を
学
び
、
創

設
者
の
想
い
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
機

会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
感
謝
の
時
で

し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
の
博
愛
社
は
、
下
記

の
決
算
報
告
書
の
と
お
り
、
各
施
設
、
法

人
本
部
と
も
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
感
謝
を
も
っ
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な
博
愛
社

の
働
き
に
対
し
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
、
寄
贈
品
、
後
援
会

費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
へ
の
感
謝

の
思
い
を
込
め
て
、
お
名
前
を
次
の
ペ
ー
ジ
以
降

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

博
愛
社　
　
　
　
　
　

理 

事 

長　
長
野　
泰
信

博
愛
社 

後
援
会　
　
　
　
　
　

会　
　
長　
豊
川　
雅
章

副 

会 

長　
佐
野　
信
三

事
務
局
長　
和
多
田　
祐

１．資金収支計算書
科　　　目 予　算 決　算 差　異

　①事業活動収入 1,788,280 1,868,828 -80,548 
　②事業活動支出 1,710,690 1,736,802 -26,112 

A.事業活動収支差額 77,590 132,026 -54,436 

　③施設整備等収入 181,660 193,012 -11,352 
　④施設整備等支出 371,880 379,465 -7,585 

B.施設整備収支差額 -190,220 -186,453 -3,767 

　⑤その他活動収入 333,540 336,086 -2,546 
　⑥その他活動支出 269,240 312,303 -43,063 

C.その他活動収支差額 64,300 23,783 40,517 

D.当期資金収支差額 -48,330 -30,645 -17,685 

E.当期末支払資金残高 559,599 577,284 -17,685 

　※寄付金収入 17,319

2．事業活動収支計算書
科　　　目 当年度 前年度 増　減

　①サービス活動収益 1,836,757 1,734,685 102,072 
　②サービス活動費用 1,796,004 1,713,212 82,792 
　③サービス活動外収益 32,070 28,225 3,845 
　④サービス活動外費用 17,913 18,603 -690 

A.経常増減差額 54,910 31,095 23,815 

　⑤特別収益 447,755 337,673 110,082 
　⑥特別費用 463,076 303,719 159,357 

B.特別増減差額 -15,321 33,954 -49,275 

C.法人税・事業税等 392 418 -26 

D.当期活動増減差額 39,197 64,631 -25,434 

E.次期繰越活動増減差額 1,411,589 1,338,392 73,197 

　※国庫補助取崩額 53,508　減価償却額 119,907

2022年度分
感謝のご報告感謝のご報告

3．貸借対照表
借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　　目 当期末 前期末 増　減 科　　　目 当期末 前期末 増　減
　①流動資産 914,891 713,562 201,329 　④流動負債 347,498 117,160 230,338 
　②基本財産 2,819,813 2,525,258 294,555 　⑤固定負債 388,563 405,165 -16,602 
　③その他固定資産 1,026,166 1,113,718 -87,552 　⑥基本金等 2,613,220 2,491,821 121,399 

　⑦次期繰越収支差額 1,411,589 1,338,392 73,197 
A.資産合計 4,760,870 4,352,538 408,332 B.負債・純資産合計 4,760,870 4,352,538 408,332 

　※国庫補助金積立残高 1,279,960　積立金額 641,500
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社
会
福
祉
法
人
博
愛
社
へ
の
寄
付
お
よ
び

物
品
寄
贈
者　

２
０
２
２
年
度
分
（
敬
称
略
）

ご

　芳

　名

【
寄
付
金
】

青
山
孝
子
、
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
、

荒
木
幸
代
、
井
上
綾
子
、
井
上
薫
、

岩
田
幼
稚
園
、
臼
井
幸
子
、
宇

田
玲
佳
、
内
宮
隆
夫
、
浦
谷
美

智
子
、
浦
邉
恵
美
子
、（
一
社
）

大
阪
市
児
童
福
祉
施
設
連
盟
、
大

阪
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大

阪
教
区
G
F
S
、
大
阪
教
区
婦

人
会
、
大
阪
教
区
連
合
男
子
会
、

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
、
大

阪
聖
愛
教
会
、
大
阪
聖
ア
ン
デ

レ
教
会
、
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

パ
ウ
ロ
会
、
大
阪
淀
川
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
大
橋
武
郎
、
奥

村
史
子
、
小
野
真
友
美
、
梶
田

一
星
、
片
山
弘
文
、
勝
田
み
ち
ゑ
、

金
井
眞
知
子
、
金
宮
龍
也
、
神

山
弘
子
、
川
口
基
督
教
会
、
川

口
基
督
教
会
婦
人
会
、
川
田
誠
、

（
学
）
関
西
学
院
財
務
課
、
北
山

圭
介
、
岐
邨
章
子
、
釼
﨑
克
己
、

神
戸
昇
天
教
会
、
齊
藤
祥
子
、
齊

藤
壹
、
篠
塚
茂
子
、
鈴
木
敏
雄
、

聖
贖
主
教
会
婦
人
会
、
聖
公
会

紅
葉
幼
稚
園
教
会
学
校
、
聖
ミ

カ
エ
ル
幼
稚
園
、
瀬
川
優
子
、
側

垣
二
也
、
大
國
榮
一
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
オ
ー
ナ
ー
ズ
会
、
㈱
ダ

イ
ヘ
ン
代
表
取
締
役
社
長
蓑
毛

正
一
郎
、
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
幼
稚
園
、

田
中
廉
、
德
本
育
英
、
豊
田
医

院
豊
田
紘
生
、
永
谷
ヒ
ロ
子
、
長

野
加
代
子
、
長
野
泰
信
、
西
岡

浩
二
、
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、
西

本
行
伸
、
日
本
シ
ス
テ
ム
技
術

㈱
有
志
一
同
、
日
本
児
童
養
護

施
設
財
団
、
野
上
千
春
、
野
知

卓
司
、
博
愛
の
園
・
清
心
館
家

族
会
、
畑
野
研
太
郎
、
初
雁
幼

稚
園
園
児
・
教
職
員
一
同
、
浜

辺
竜
也
、
早
川
育
子
、
早
川
俊
、

早
川
文
子
、
林
光
行
、
樋
口
敏
雄
、

ヒ
ル
ト
ン
大
阪
、
P
U
R
E
－

D
R
E
A
M
㈱
P
U
R
E
－
J

女
子
プ
ロ
レ
ス
代
表
取
締
役
コ

マ
ン
ド
ボ
リ
シ
ョ
イ
、
プ
ー
ル

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
、
朴

木
清
重
、
松
原
泉
子
、
㈱
万
代
、

三
島
キ
ヨ
コ
、
宮
嶋
公
恵
、
㈱

ミ
ヤ
ワ
キ
、
守
口
聖
オ
ー
ガ
ス

テ
ィ
ン
教
会
、
𠮷
田
和
子
、
ロ
ッ

ク
ペ
イ
ン
ト
㈱
、
匿
名

【
物
　
品
】

赤
部
克
之
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

食
品
㈱
、
淺
海
佑
奈
、
㈱
ア
ス

テ
ッ
プ
、
阿
部
勝
造
、
ア
リ
シ

ア
マ
リ
ー
ス
パ
ノ
ン
、
㈱
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ａ
、
上
野
文
子
、
宇
田
玲
佳
、

宇
野
喜
句
子
、（
一
財
）
Ｈ
２
Ｏ

サ
ン
タ
、
江
種
享
子
、
㈱
Ｍ
Ｇ

Ｃ
代
表
取
締
役
松
田
清
治
、
大

阪
菓
業
青
年
ク
ラ
ブ
理
事
長
横

山
弘
一
、
大
阪
ガ
ス
㈱
、
大
阪

ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、
大
阪

府
玩
具
・
人
形
問
屋
協
同
組
合

連
合
会
理
事
長
尾
上
幹
太
、
大

阪
府
遊
技
業
協
同
組
合
青
年
部

会
、
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協
同

組
合
理
事
長
牛
山
隆
之
、
㈱
オ
ー

ジ
ス
総
研
社
会
貢
献
活
動
推
進

室
、
大
矢
知
善
興
、
岡
本
㈱
、
岡

本
光
璃
、
オ
リ
ン
ピ
ア
製
菓
㈱
、

㈱
ガ
イ
ア
東
三
国
店
、
片
岡
義
晴
、

㈱
カ
リ
ス
会
長
嶋
﨑
忍
、
木
内

弘
子
、
協
同
食
品
㈱
、
こ
ぐ
ま

の
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
、
熊
本
県

経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代

表
理
事
会
長
丁
道
夫
、
倉
敷
紡

績
㈱
代
表
取
締
役
社
長
藤
田
晴

哉
、
グ
リ
コ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
大
阪
工
場
、

㈱
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
代
表
取
締
役

山
鼻
敬
右
、
興
国
高
等
学
校
、
コ

ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
㈱
、
子
安
正
明
、
佐
伯
直
輝
、

塩
月
麻
貴
、
十
三
奴
寿
し
南
口

宣
広
・
ひ
ろ
子
、
㈱
シ
リ
ウ
ス
、

㈱
し
ょ
う
わ
川
田
元
、
末
永
陽
子
、

杉
井
和
子
、
杉
本
統
磨
、（
一
社
）

生
命
保
険
協
会
大
阪
府
協
会
、
セ

ン
コ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
杉

本
健
司
、
全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー

協
同
組
合
、
全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
愛
媛
県
本
部
県
本
部

長
関
岡
光
昭
、
雑
巾
を
縫
う
会
、

（
一
社
）
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
－
Ｐ
Ｌ
Ｕ

Ｓ
、
㈱
Ｄ
ａ
ｓ
ｋ
ａ
＆
Ｄ
ｅ
ｓ

ｉ
ｒ
ｅ
ｅ
、
㈱
ダ
イ
ヘ
ン
、
多

田
寿
惠
、
㈱
タ
モ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
新
保

貴
史
、
㈱
タ
ン
バ
ヤ
、
㈱
ｃ
ｈ
ｅ

ｅ
ｒ 

ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
専
務
取

締
役
新
藤
夏
樹
、
チ
ャ
ッ
カ
リ
ー

平
澤
ま
こ
、
㈱
チ
ュ
チ
ュ
ア
ン
ナ
、

㈱
テ
ィ
ー
エ
ム
企
画
代
表
岸
正

彦
、
綱
利
彦
、
堂
島
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
ド
ミ
ノ
ピ
ザ
新
大
阪
店
、

内
藤
彰
信
、
㈱
ｎ
ｉ
ｊ
ｉ
ｔ
ｏ
、

ニ
ッ
ケ
商
事
㈱
、
日
本
鏡
餅
組

合
理
事
長
樋
口
元
剛
、
日
本
シ

ス
テ
ム
技
術
㈱
、
日
本
レ
ッ
グ

ニ
ッ
ト
卸
商
協
同
組
合
、「
博
愛

社
の
児
童
を
応
援
す
る
会
」
㈱

ビ
ー
テ
ィ
エ
ス
、
浜
田
典
子
、
濱

田
満
寿
美
、
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
、
㈱

ブ
レ
ッ
シ
ン
グ
ス
、
㈱
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
新
大
阪
営
業
所
加

盟
店
一
同
、
㈱
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ュ
、

藤
井
環
、（
有
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
１
２
３
、
㈱
フ
レ
ー
ベ
ル
館

メ
デ
ィ
ア
事
業
部
Ｃ
Ｓ
チ
ー
ム
、

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
鯛
竜
也
、
ホ

ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
商
店
会
会
長

萩
原
奨
、
真
喜
屋
明
、
松
井
聡
、

松
井
千
種
、
松
野
勝
枝
、
㈱
万
代
、

松
尾
由
希
子
、
村
舘
忍
、
ム
ー

ン
バ
ッ
ト
㈱
、
㈱
レ
イ
ズ
、
山

本
キ
ヨ
子
、
ワ
ー
ル
ド
メ
イ
ト

大
き
な
お
は
ぎ
を
あ
な
た
に
ど

う
ぞ
支
部



は　く　あ　い（5）　No.81 2023.7.12
【
宮
城
県
】　
足
利
静
恵
、
木
川
田

雁
子
、
元
村
妙
子
、
元
村
智
明

【
千
葉
県
】　
高
田
眞
理
子
、
橋
本

安
富

【
東
京
都
】　
淡
路
有
希
子
、
武
田

邦
隆
、
田
坂
知
加
子
、
土
肥
努
、

中
村
玲
子
、
丸
山
晃
、
和
氣
政
広

【
神
奈
川
県
】　
伊
藤
英
子
、
古
谷

美
子
、
竹
中
眞
美
子

【
石
川
県
】　
北
川
茂
樹

【
山
梨
県
】　
齊
藤
基

【
静
岡
県
】　
鶴
田
直
宏

【
滋
賀
県
】　
遠
藤
小
百
合
、
畠
中

彬
、
村
岡
俊
太
郎

【
京
都
府
】　  

石
井
久
恵
香
、
北

村
敏
博
、
竹
林
徑
一
、
竹
林
敏
子
、

長
谷
川
勝
彦
、
平
井
長
和
、
平
井

千
賀
子
、
藤
倉
寿
美
子

【
大
阪
府
】　
㈱
ア
イ
メ
ニ
ュ
ー
、

㈱
ア
エ
ル
、
青
木
和
美
、
青
木
沙

矢
、
青
栁
梓
、
赤
松
佳
香
、
浅
井

靖
久
、
浅
田
香
里
、
朝
日
麻
衣
、

あ
す
な
ろ
の
家
、
安
宅
貴
世
子
、

油
谷
咲
杏
、
天
野
徹
、
荒
井
祐
子
、

荒
木
幸
代
、
井
内
益
美
、
井
口
梨

菜
、
池
本
信
昭
、
石
田
晴
子
、
い

ざ
な
み
監
査
法
人
、
石
田
美
郎
、

石
伏
保
子
、
石
本
栄
博
、
伊
勢
田

健
、
磯
悦
子
、
磯
晴
久
、
市
原
健

藏
、
市
原
俊
雄
、
伊
藤
範
子
、
伊

藤
陽
子
、
糸
原
昌
美
、
井
上
初
音
、

井
上
裕
子
、
井
ノ
本
牧
子
、
今
井

一
成
、
今
井
佐
紀
、
今
鷹
美
由
紀
、

今
中
愛
子
、
今
中
淳
一
、
岩
村
達

弥
、
上
埜
里
美
、
植
畑
恵
子
、
上

村
サ
ト
子
、
内
海
由
利
子
、
宇
野

喜
句
子
、
宇
野
豊
、
海
野
晴
男
、

江
崎
笑
美
、
江
里
口
立
子
、
エ
ス

（
２
０
２
２
年
４
月
〜
２
０
２
３
年
３
月
）

博
愛
社
後
援
会
ご
芳
名 

＝
敬
称
略

カ
ラ
ン
テ
博
美
、
圓
滿
涼
輔
、
大

久
保
正
彦
、
大
久
保
由
佳
、
大
阪

北
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
、
大
城
ち

づ
る
、
太
田
久
美
子
、
大
束
理
絵
、

大
西
良
和
、
大
西
由
香
里
、
大
野

高
史
、
大
野
千
鶴
子
、
大
野
寿
美
、

大
橋
祐
紀
、
大
本
千
尋
、
大
森
奈

保
子
、
大
屋
奈
津
希
、
大
矢
め
ぐ

み
、
岡
亜
優
美
、
岡
田
茉
奈
、
尾

方
由
美
、
岡
村
圭
奈
、
岡
本
光
璃
、

崗
村
悠
恵
、
岡
山
保
美
、
奥
野
敏

子
、
奥
山
美
江
子
、
小
椋
圭
一
郎
、

織
田
一
容
、
織
田
恵
子
、
落
美
穂
、

小
野
真
友
美
、
小
野
光
雄
、
改
田

多
賀
子
、
梶
川
靖
夫
、
梶
原
忍
、

綛
谷
千
尋
、
勝
原
沙
奈
美
、
勝
原

駿
、
門
脇
健
二
、
金
城
泰
二
、
金

田
朝
、
蒲
田
琴
梨
、
上
岡
良
行
、

加
門
理
香
、
川
口
基
督
教
会
、
河

﨑
択
、
川
田
誠
、
河
村
卓
哲
、
河

村
秩
恵
子
、
神
崎
美
咲
、
神
田
浩

行
、
木
田
紗
野
花
、
北
野
加
代
子
、

北
原
幸
子
、
喜
屋
武
真
衣
、
吉
川

美
恵
子
、
鬼
頭
歩
実
、
金
瑛
美
、

岐
邨
章
子
、
木
本
有
紀
子
、
キ
ン

キ
寝
具
㈱
、
串
谷
成
美
、
工
藤
孝

志
、
久
保
恵
子
、
黒
川
い
つ
き
、

桑
田
幸
奈
、
河
野
光
裕
、
小
亀
綾

香
、
後
藤
裕
美
、
後
藤
真
希
、
小

沼
あ
ず
さ
、
小
林
優
李
、
小
林
真

紀
子
、
小
原
大
輔
、
斉
藤
泰
乃
、

斎
藤
純
加
、
齋
藤
ゆ
み
、
齋
藤
裕
、

齊
藤
祥
子
、
齊
藤
壹
、
境
光
子
、

阪
上
博
昭
、
坂
本
智
映
、
坂
本
あ

か
ね
、
坂
本
康
一
朗
、
崎
間
由
紀

子
、
桜
田
梨
穂
、
笹
倉
君
代
、
佐

治
真
由
子
、
佐
野
節
子
、
佐
原
未

佳
、
茂
田
泰
守
、
志
野
珠
紀
、
篠

田
高
陽
、
柴
田
真
央
、
下
垣
桂
二
、

下
林
美
恵
子
、
新
北
野
中
学
校
、

新
保
誠
敏
、
菅
原
奈
美
、
杉
本
武
、

鈴
木
由
希
子
、
鈴
木
久
美
子
、
鈴

木
鈴
枝
、
鈴
木
礼
子
、
鈴
木
洋
祐
、

角
静
香
、
大
門
美
貴
子
、
髙
島
ま

す
み
、
高
橋
明
子
、
髙
橋
伊
代
子
、

高
三
真
維
、
髙
谷
鮎
美
、
宅
間
優

希
、
竹
内
絢
子
、
武
富
さ
く
ら
、

竹
林
由
香
里
、
田
島
荘
士
、
多
島

洋
介
、
橘
尚
子
、
巽
悠
里
、
立
川

武
生
、
建
部
茂
、
谷
本
奈
緒
美
、

谷
本
潔
俊
、
田
林
敬
子
、
田
村
隆

一
郎
、
田
村
桂
実
、
チ
ャ
ン
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
塚
本
よ
し
美
、
柘
植
泉
、

辻
哲
平
、
辻
野
由
美
、
筒
井
か
お

り
、
津
野
紀
代
志
、
税
理
士
法
人

津
野
・
倉
本
会
計
事
務
所
、
出
上

俊
一
、
手
島
百
合
子
、
寺
田
史
穂

菜
、
杤
尾
慎
一
、
富
川
秀
真
、
豊

田
医
院
豊
田
紘
生
、
虎
岩
千
浩
、

鳥
山
久
美
子
、
名
出
敬
、
中
井
菜

摘
、
長
井
英
昭
、
中
川
忠
、
中
芝

正
美
、
中
嶋
朋
美
、
中
島
実
沙
、

中
島
緑
、
永
田
可
菜
、
永
谷
フ
ジ

エ
、
中
辻
亜
紀
、
仲
西
美
夏
、
中

野
香
津
子
、
中
野
泰
三
、
中
峯
桃

子
、
中
村
忠
雄
、
中
村
照
代
、
中

村
と
志
、
中
村
未
来
、
中
矢
可
奈

子
、
鍋
谷
真
澄
、
二
川
幸
子
、
西

川
篤
志
、
西
川
香
奈
、
西
川
照
代
、

西
川
博
子
、
西
川
眞
砂
子
、
西
川

優
里
、
西
田
は
な
、
西
川
幸
宏
、

西
田
ヨ
シ
子
、
西
野
恵
子
、
西
村

絵
琉
奈
、
西
本
行
伸
、
仁
田
忍
、

㈱
編
集
工
房
ノ
ア
、
野
上
千
春
、

野
口
恵
、
野
里
雄
二
、
野
沢
慶
仁
、

野
田
遥
佳
、
野
知
卓
司
、
橋
本
明

子
、
萩
原
昭
子
、
箱
崎
真
子
、
秦

香
、
畑
寿
一
郎
、
花
田
征
美
、
花

原
飛
鳥
、
幅
田
稚
菜
、
濱
田
一
輝
、

早
川
育
子
、
早
川
俊
、
早
川
文
子
、

林
眞
澄
、
林
園
佳
苗
、
原
田
あ
か
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ね
、
姫
井
昭
男
、
廣
實
佐
知
子
、

福
井
優
記
、
藤
瀬
愛
、
藤
田
由
美

子
、
藤
永
真
澄
、
藤
野
寛
暁
、
藤

村
真
美
華
、
藤
原
真
理
、
文
野
陽

子
、
平
井
義
則
、
古
川
達
也
、
北

摂
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
堀
内
信
男
、

前
杉
康
子
、
前
田
孝
一
、
前
田
禎

之
、
前
中
陽
子
、
槇
野
明
美
、
増

田
愛
子
、
松
川
恭
子
、
松
永
英
子
、

松
永
美
幸
、
松
村
唯
、
松
本
桃
花
、

三
木
康
資
、
水
嶋
保
、
南
和
代
、

三
船
麻
美
亜
、
宮
崎
菜
々
加
、
宮

嶋
公
恵
、
宮
嶋
眞
、
宮
原
鈴
佳
、

向
順
子
、
宗
像
千
代
子
、
宗
藤
早

矢
、
村
上
香
、
村
田
良
子
、
村
松

な
つ
き
、
㈱
メ
リ
コ
、
元
持
千
穂
、

森
ち
か
、
森
中
央
、
森
田
い
づ
み
、

森
本
朋
子
、
森
本
晴
夫
、
安
田
唯
、

柳
川
小
々
桜
、
柳
橋
吉
浩
、
矢
野

沙
緒
里
、
山
内
紘
子
、
山
上
和
則
、

山
口
あ
つ
子
、
山
五
㈱
、
山
下
君

子
、
山
田
海
輝
、
山
田
陸
子
、
山

村
彩
夏
、
山
本
和
人
、
山
本
沙
良
、

山
本
妙
子
、
山
本
久
江
、
山
本
浩

子
、
湯
原
孝
子
、
吉
井
ま
ど
か
、

芳
岡
節
子
、
吉
澤
知
子
、
吉
田
圭

子
、
吉
田
史
子
、
吉
松
政
子
、
吉

村
綾
華
、
吉
本
教
郎
、
淀
川
遊
技

業
組
合
山
本
一
博
、
若
村
正
博
、

和
田
聡
美
、
和
多
田
祐

【
兵
庫
県
】　
青
木
正
博
、
赤
山
英

雄
、
東
敏
勝
、
安
部
裕
菜
、
イ
ー

ス
タ
ー
式
典
社
、
泉
迪
子
、
今
西

時
子
、
上
野
貴
一
、
大
門
恵
奈
、

大
谷
未
来
、
大
西
博
孝
、
大
野
和

哥
子
、
大
野
定
利
、
岡
部
菜
穂
、

小
川
英
晃
、
奥
谷
幸
子
、
奥
野
哲

久
、
加
賀
亮
、
勝
田
亨
、
金
森
雪

絵
、
樺
山
真
己
子
、
北
村
寿
章
、

楠
部
欣
哉
、
桜
井
揚
子
、
佐
藤
耕

一
、
佐
藤
正
子
、
佐
野
信
三
、
佐

野
弘
子
、
清
水
千
鶴
代
、
㈻
松
蔭

女
子
学
院
、
四
方
裕
子
、
杉
山
克

枝
、
瀬
戸
謙
二
、
聖
ミ
カ
エ
ル
幼

稚
園
、
㈱
多
い
夢
、
竹
下
恵
、
棚

橋
次
美
、
谷
政
敏
、
田
村
尚
生
、

辻
毅
一
郎
、
中
野
優
、
長
野
加
代

子
、
長
野
泰
信
、
中
原
マ
サ
子
、

中
村
大
蔵
、
成
田
吉
哉
、
西
岡
浩

二
、
西
垣
晃
一
、
錦
織
久
、
西
台

宏
、
丹
羽
昇
子
、
野
瀬
一
吉
、
萩

山
理
恵
、
畑
野
研
太
郎
、
林
靖
彦
、

樋
口
敏
雄
、
福
田
順
子
、
藤
山
向

日
葵
、
プ
ラ
ス
薬
局
、
松
本
貞
雄
、

曲
直
部
健
朗
、
三
浦
良
三
、
水
口

正
樹
、
三
宅
享
子
、
宮
本
暢
二
、

三
好
彩
理
佳
、
森
本
武
、
安
井
未

沙
紀
、
山
崎
弘
子
、
山
野
上
素
充
、

山
本
常
雄
、
山
本
雅
哉
、
吉
田
恵
、

余
田
愛
子
、
若
山
陽
子
、
渡
邊
英

治
、
渡
邉
純

【
奈
良
県
】　
小
野
耕
作
、
小
玉
淳

一
、
小
牟
田
健
三
郎
、
小
牟
田
光

子
、
阪
峯
登
、
ニ
シ
キ
醤
油
㈱
、

西
﨑
満
、
増
森
規
子
、
薮
内
昭
男
、

吉
田
啓
子

【
和
歌
山
県
】　
岩
本
真
治

【
愛
媛
県
】　
渡
邉
研
太
郎

【
岡
山
県
】　
青
木
実

【
沖
縄
県
】　
姉
崎
隆
、
真
喜
屋
明

　
2
0
2
3
年
5
月
よ
り
、

児
童
発
達
支
援
『
ス
テ
ラ
』
が

開
設
致
し
ま
し
た
。

　
「
ス
テ
ラ
」
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
星
と
い
う
意
味
で
す
。

「
星
」
に
は
様
々
な
色
や
形
が

あ
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ま
の
発

達
や
成
長
に
も
違
い
が
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
個
性

を
大
切
に
伸
ば
し
「
星
の
よ
う

に
輝
き
、
周
り
に
も
光
が
与
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
！！
」
と
い
う

思
い
を
込
め
て
名
付
け
ま

し
た
。

　
法
人
理
念
「
隣
人
愛
」

に
基
い
た
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
精
神
に
立
ち
、
発
達

に
課
題
を
も
つ
就
学
前
の

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
個

別
療
育
・
小
集
団
の
療
育

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
個
々
の
課
題
に
合
わ
せ

た
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
„
小
さ
な
で
き

た
！
＂
を
積
み
重
ね
な
が

ら
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
集
団
の
ル
ー
ル
や
社
会
性
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ス
テ
ラ
に
通
う
こ
ど
も
た
ち

が
、
集
団
の
中
で
自
己
の
な
す

べ
き
こ
と
が
わ
か
り
、
自
発
的

に
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
事

を
願
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

【
管
理
者　
山
口　
あ
つ
子
】

　
博
愛
社
後
援
会
会
費

▽
個
人　
１
口　
３
千
円

▽
法
人　
１
口　
１
万
円

　
い
ず
れ
も
年
会
費
で
、

　
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月

▽
郵
便
振
替
口
座
番
号

０
０
９
２
０・７・４
６
７
６

▽
口
座
名
義

　
社
会
福
祉
法
人　
博
愛
社

児
童
発
達
支
援
　『
ス
テ
ラ
』
開
設
！！

【
児
童
発
達
支
援
　
ス
テ
ラ
】困ったときにはご相談ください
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2
0
1
9
年
10
月
『
博
愛
社

こ
ど
も
園
』
開
設
と
と
も
に
園
庭

開
放
・
一
時
保
育
の
子
育
て
支
援

事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
、
お
か
げ
さ

ま
で
3
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
間
に
病
児・病
後
児
保
育
室『
ペ

コ
ラ
』
や
本
年
５
月
に
児
童
発
達

支
援
『
ス
テ
ラ
』
も
増
え
ま
し
た
。

利
用
し
て
頂
い
た
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
、3
月
25
日
（
土
）

に
淀
川
区
民
セ
ン
タ
ー
で
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
十
三

保
育
園
や
本
法
人
の
『
児
童
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
』
や
大
阪
市
北
部

里
親
支
援
機
関
『
か
な
ー
ち
ぇ
』・

こ
ひ
つ
じ
乳
児
保
育
園
も
参
加
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー

を
親
子
で
遊
ん
で
も
ら
い
、
最
後

は
皆
で
保
育
者
に
よ
る
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
『
大
き
な
か
ぶ
』
を
楽
し

み
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

み
ら
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
支
援
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
保
育
教
諭　
田
林　
敬
子
】

　
三
月
頃
か
ら
大
園
庭
で
め

だ
か
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
、

何
が
い
る
か
な
ぁ
？
と
恐
る

恐
る
近
寄
る
こ
ど
も
た
ち
。

陰
に
こ
っ
そ
り
隠
れ
る
め
だ

か
達
。
保
育
士
が
「
し
ー
。」

と
言
う
と
こ
ど
も
た
ち
も
静

か
に
水
の
中
を
の
ぞ
き
ま
す
。

大
園
庭
で
遊
ぶ
日
は
、
め
だ

か
さ
ん
に
会
え
る
ね
ー
と
楽

し
み
な
が
ら
向
か
っ
て
い
ま

す
。
も
う
少
し
暖
か
く
な
っ

た
ら
、
今
度
は
園
で
飼
っ
て

い
る
か
ぶ
と
虫
の
幼
虫
が
成

虫
に
な
り
顔
を
出
し
ま
す
。

「
か
ぶ
と
虫
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
」
と
言
え
る
日
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

【
１
歳
児
担
当　
髙
島　
ま
す
み
】

　

今
年
も
社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
共
同
募
金
会
を

通
し
て
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
・
中
・
高
校
へ
入
学
し
た
19
名

の
こ
ど
も
た
ち
の
入
学
お
祝
い
金
と
し
て
、
文
具

や
生
活
用
品
、
自
転
車
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

博
愛
社
い
ず
み
の
開
設
に
伴
い
、
新
し
い
施
設
で

の
新
生
活
に
合
わ
せ
た
新
品
の
生
活
用
品
は
、
ま

た
一
段
と
嬉
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
感
謝
の
気
持
ち
と
物
を
大
切
に
す
る

心
を
持
っ
て
愛
用
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ご

支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
温
か
い
気
持
ち
が
、

こ
ど
も
た
ち
を
育
み
、
力
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
副
主
任　
勝
原　
駿
】

　
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

2
0
2
0
」の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た

桜
の
通
り
抜
け
を
、
今

春
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
春
う
ら
ら
か
な
空

の
下
、
皆
さ
ん
桜
を
満

喫
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
齢
者
事
業
総
括

川
田　
誠
】

NHK歳末たすけあい義援金に感謝
【児童養護　博愛社】

インスタスポットも大盛況

花より団子？

みんなでうんとこしょ！どっこいしょ！

めだかさん何匹いるかな？

子
育
て
支
援
事
業
の

3
周
年
感
謝
イ
ベ
ン
ト

【
博
愛
社
こ
ど
も
園
】

『めだかさん、こんにちは』

【お詫びと訂正】

　2023年2月1日に発行しました「はくあい80号」の1面「聖贖
主教会（博愛社礼拝堂）が国の登録有形文化財に！」の掲載内容
におきまして、「1934 （昭和4） 年の室戸台風」と表記されてお
りましたが、正しくは「1934 （昭和9） 年の室戸台風」の誤りで
した。確認不足で申し訳ございませんでした。今後このようなこ
とがないよう努めて参ります。何卒ご容赦いただけますと幸いです。

桜の通り抜け
〜笑顔になれる場所拡大プロジェクト

【こひつじ乳児保育園】
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「お部屋での面会」
　
博
愛
社
本
部
の
あ
る
三
階
資
料

室
の
窓
際
に
、
黒
色
の
小
さ
な
鐘

が
お
か
れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の

鐘
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
戦
後
間
も
な
い
大
阪
で
、
戦
争

孤
児
の
救
済
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
は
梅
田
更
生
館
で
あ
り
、

そ
の
中
心
人
物
が
館
長
の
五
十
嵐

兼
次
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
一
九
五
〇

年
、『
戦
後
記
録 

鳴
り
響
く
愛
の

鐘
』
と
い
う
著
書
が
あ
る
（
以
下
、

引
用
は
同
書
）。
そ
れ
に
は

一
九
四
七
年
四
月
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
招
き
に
よ
り
Ｅ
・
Ｊ
・
フ

ラ
ナ
ガ
ン
神
父
（
一
八
八
六
〜

一
九
五
〇
）
が
来
日
し
、
大
阪
で

は
戦
争
孤
児
を
見
舞
い
、
孤
児
た

ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ナ
ガ
ン
神
父
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
生
ま
れ
た
。
一
八
歳
で
牧

師
に
な
る
た
め
米
国
に
わ
た
り
、

大
学
や
神
学
校
で
学
ぶ
。
彼
は

一
九
一
七
年
に
非
行
少
年
の
教
護

施
設
「
少
年
の
町
」（
B
o
y
s 

T
o
w
n
）
を
創
設
し
、
多
く
の

少
年
た
ち
の
更
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

有
為
な
人
間
と
し
て
世
に
送
り
出

し
た
。
こ
の
成
功
は
米
国
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
。
終
戦
後
、
敗
戦

国
で
あ
る
日
本
に
来
て
、
多
く
の

戦
争
孤
児
た
ち
を
励
ま
し
た
。
そ

し
て
神
父
は

大
阪
か
ら
帰

路
に
就
く
際
、

五
十
嵐
に
金

一
封
を
渡
し

た
。
こ
の
行

為
に
感
動
し
た
池
田
徳
蔵
の
協
力

も
あ
っ
て
鐘
を
作
製
す
る
こ
と
で
、

フ
ラ
ナ
ガ
ン
の
好
意
に
応
え
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
鐘
の
鋳
造
を
美

術
工
芸
家
の
中
島
豊
次
に
依
頼
し
、

側
面
に
「
子
羊
」
が
描
か
れ
た
見

事
な
鐘
が
完
成
し
た
。

　

そ
の
贈
呈
式
は
一
九
四
七
年

一
一
月
七
日
、
大
阪
中
央
公
会
堂

に
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。「
只
今
よ
り
、

フ
ラ
ナ
ガ
ン
神
父
様
よ
り
の
贈
物

『
愛
の
鐘
』
を
博
愛
社
他
六
ケ
所

の
学
園
に
お
渡
し
す
る
会
を
開
き

ま
す
」
と
い
う
開
会
の
辞
で
始

ま
っ
た
。
博
愛
社
、
東
光
学
園
、

聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
、
水
上
隣
保
館
、

健
康
の
里
、
邦
寿
会
駒
川
ホ
ー
ム
、

聖
心
隣
保
会
の
七
学
園
代
表
が
壇

上
に
上
り
、
大
切
そ
う
な
目
録
を

持
っ
て
着
席
、
次
に
学
園
の
代
表

者
達
か
ら
神
父
の
大
写
真
の
前
に

花
束
を
捧
げ
、
博
愛
社
の
松
田
さ

ん
が
、
全
児
童
を
代
表
し
て
力
強

く
、
且
つ
立
派
な
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　
…
前
略
…
今
日
こ
こ
に
贈
ら

れ
ま
し
た
「
愛
の
鐘
」
は
、
父

の
声
で
あ
り
、
母
の
声
で
あ
り

ま
す
。
強
く
正
し
く
清
く
、
私

達
は
こ
の
鐘
に
よ
っ
て
更
に
希

望
を
持
ち
、
導
か
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。
い
か
な
る
苦
し
み
に

も
、
断
じ
て
う
ち
か
た
ね
ば
な

ら
ぬ
、
こ

の
一
大
試

煉
の
秋
、

私
達
は

「
愛
の
鐘
」

の
響
き
と

共
に
、
強
く
進
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
こ

の
う
れ
し
い
記
念
の
日
、

一
堂
の
皆
様
、
固
く
手
を

握
り
合
っ
て
、
平
和
日
本

の
建
設
を
誓
お
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
太

平
洋
の
彼
方
、
ア
メ
リ
カ

の
子
供
と
共
に
、
私
達
の
為

祈
っ
て
下
さ
る
フ
ラ
ナ
ガ
ン
神

父
様
の
御
心
に
お
応
え
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
神
父
は
翌
年
五
月
、

ド
イ
ツ
に
て
急
逝
す
る
が
、
冒
頭

に
記
し
た
「
愛
の
鐘
」
は
、
今
、

資
料
室
で
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
文
字
資
料
で
な
い
物
的

な
も
の
も
、
博
愛
社
の
歴
史
の
一

端
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
我
々
に

静
か
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の
で

あ
る
。

（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授　

室
田　
保
夫
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し

た
2
0
2
0
年
3
月
末
頃
よ
り
対

面
で
の
面
会
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
後
、
情
勢
を
見
て
予
約
制
で
月

に
一
度
の
面
会
と
い
う
一
部
緩
和
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
引
き
下

げ
と
な
っ
た
事
に
伴
い
、
大
き
く
そ

の
制
限
を
緩
和
し
事
前
予
約
な
く
、

ご
本
人
の
お
部
屋
ま
で
上
が
っ
て
い

た
だ
く
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
機
会
を
心
待
ち
に
さ
れ

て
い
た
ご
家
族
の
方
や
ご
友
人
の
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

博
愛
の
園
の
雰
囲
気
や
様
子
を
ご
存

じ
で
は
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
来
園
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
副
主
任
／
相
談
員　
坂
本　
康
一
朗
】

会えてほっこり

博
愛
社
の
歴
史
探
検
　【
39
】

フ
ラ
ナ
ガ
ン
神
父
と
「
愛
の
鐘
」

　ここ数年、新型コロナウィルス感
染症拡大に伴い地域の方々をお招き
する博愛社フェスティバルを中止し
ておりましたが、今年度は新型コロ
ナウィルス感染症が５類に移行した
ことで2023年10月15日に開催す
ることになりました。またバザー用
品（新品の衣類、玩具、日用品等）
の提供を再開しましたのでご協力を
お願いいたします。
お問い合わせ先：06-6301-0367

（フェスティバル委員会主担　
西川篤志）

博愛社フェスティバル
【児童養護　博愛社】

【博愛の園】


